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（考察） 

〇アンケートの結果を受けて、友達と仲良く過ごしたり、一緒に話し合って活動したりする項目は肯定的な回答

が多かった。友達と仲良く過ごせることにより、安心して学校生活を過ごしている児童が多い。 

〇家庭における教育力の高さがうかがえる。朝ごはんをきちんと食べている、家の人に挨拶や話をよくしている、

家でよく勉強しているの数値が高かった。 

△悩みを相談できる先生がいる、授業中に発表することができる、家で手伝いをしている、テレビやパソコンや

携帯などを使うルールを決めているという４つの質問に対して、否定的な回答が多かった。 

 

（今後の改善方策） 

・児童の悩みに寄り添った教育相談の在り方について、職員全体で取り組んでいく。 

・自信をもって自分の考えを表現できるように、授業形態や指導の工夫を図る。 

・家庭と連携しながら、情報モラル教育を推進していく。 

 


